
事例Ⅰ 庁舎整備における⽊材利⽤ 
（関東森林管理局） 

林野庁では、公共建築物における⽊材の利⽤に取り組んでいます。特
に、⼯期の短縮や基礎⼯事の簡素化が可能なため、⾮住宅・中⾼層建築物
での⽊材利⽤拡⼤においてＣＬＴが注⽬されています。 

関東森林管理局では、ＣＬＴを積極的に活⽤することとして、令和３年
度は、南会津⽀署及び磐城森林管理署旅⼈・⾙泊合同森林事務所において
ＣＬＴパネル⼯法により庁舎の建替えを実施しました。建替えに際して
は、⽊材が来庁者等の⽬に触れるよう内装の⽊質化を図りました。南会津
⽀署の全⽊材使⽤量は約 130 ㎥（うちＣＬＴ約 30 ㎥）、旅⼈・⾙泊合同
森林事務所の全⽊材使⽤量は約 25 ㎥（うちＣＬＴ約 18 ㎥）でした。 

内装を⽊質化したことで、庁舎内に⽊の持つ柔らかな雰囲気を醸しだ
し、来庁者等から⽊材の表情を直に感じていただいています。 

今後も、庁舎整備に当たっては積極的に⽊材の利⽤を推進することとし
ています。 
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（１）ホームページ掲載事例 

事例Ⅱ 林業⼤学校と連携した⼈材育成 
（東北森林管理局 秋⽥森林管理署） 

東北森林管理局では、国有林と⺠有林が連携し、森林を活かした地域経
済の活性化等に取り組むことを⽬的として、平成 26 年９⽉に秋⽥県と「秋
⽥を元気にする緑の覚書」を締結しました。その後、覚書に基づく取組の
⼀環として、秋⽥森林管理署と秋⽥林業⼤学校との間で研修フィールドの
提供を始めとした「⼈材育成に関する連携協定」を令和３年３⽉に締結し
ました。 

令和３年度は、林業⼤学校の実習がより実践的なものとなるよう、国有
林での事業発注における作業仕様や注意事項に沿って、伐採跡地で地拵・
植付作業の実習を⾏いました。また、協定が締結されているエリア内にお
いて請負事業を実施している事業体２社が林業⼤学校⽣のインターンシッ
プを受け⼊れる等、実践を意識した取組となるよう進めています。 

今後も、林業⼤学校との連携協定を踏まえ、より実践的な技術と知識を
習得するフィールドとして国有林野を提供し、林業の⼈材育成を図るため
の⽀援に取り組みます。 
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